
・保健の学習を通して、けがの防
止について考え、健康的な生活を
送れるようにする。

・保健体育の学習では、薬物乱用
教室やお酒・たばこの心身への影
響などを学び、生涯を通して健康
を維持できるようにする。

３年

４年

「かかわり」「共育・協
働」を大事に心と心の
絆を深めながら一緒
に手を携えてつくって

いく

○高い道徳性で自らを律し、個性や創造
力豊かに自己を高め、地域社会に貢献す
ることができる人
○広い視野と考え方をもち、異文化理解
や多様性の尊重ができ、他者と協働して、
平和な社会の発展に寄与できる人
○心身ともに健康で、試練を乗り越え、夢
に向かって邁進することができる人

５年

６年

・国語の意見こうかん会をしようを通し
て、自分の意見をもち、発信していくこと
の大切さを学ぶ。
・委員会活動を通して、学校のためにな
ることを考え、行動していく。

・運動会などの学校行事を通して、リーダー性
や友達との協調性を養う。
・式の準備など学校のために働く機会を多く持
つことで、ボランティア精神を育てる。

・総合的な学習を通して、障害をもつ方と触れ
合い、ボランティア精神を育む。
・道徳の平和教育を通して、世界から戦争が無
くなり、世界中の人が平和に暮らせる世界につ
いて考える。

・社会科で外国の食文化や伝統を学び、
異文化理解を行う。
・外国語活動を通して、様々な国の言語
を理解し、コミュニケーションを図ってい
く。

・係活動を通して、友達と協力し
て、自主的にクラスのためになる
ことを考え、行動していく。

・学級活動を通して、学級の目標を設定
し、それに向けて実践していく。
・清掃活動では、自分の教室以外の出張
清掃を行い、人のための活動を行う。

・社会科で江戸川区について学ぶ中
で、故郷を愛する心を深める。
・警察や消防の仕事を学習すること
で共生社会について理解する。

・社会科で東京都の学習を通し
て、日本における東京都、東京都
における江戸川区について理解
を深め、故郷への関心を深める。

・保健の学習を通して、より良い生活
習慣を理解し、実践していく。
・道徳の自分みがきでは、今の自分
について振り返る。

・保健の学習を通して、より良い生活習慣を理
解し、自分の生活を振り返りながら実践してい
く。
・総合的な学習の二分の一成人式の学習を通
して、自分の目標や夢を見つめる。

・道徳の授業を通して、他者を思
いやる心情を育てる。
・自分から進んであいさつできる
ようにしていく。

・読書科において、外国の絵本の
読み聞かせを行い、異文化に触
れていく。

・生活科の昔遊びを通して、古き
良き日本の文化に触れる。また、
地域の高齢の方との関わり合い
も行っていく。

・養護教諭と連携し、学校生活の
リズムに慣れるような授業を行っ
ていく。

・歯磨き指導などを通して、普段から継続
的に自らの健康への関心を強めていく。
・生活科の成長した私たちでは、生まれ
て、２年生までの成長を振り返る。

２年

学校の教育目標

○かしこく（よく考えてやりぬく子）
○まあるく　　（思いやりのある子）
○たくましく　（じょうぶな子）

学校のオリンピック・パラリンピック教育の重点目標

・各教科においてボランティア精神の醸成や異文化理解をはじめとした「めざす子ども像」の育成に努め
る。
・「学習読本」や「東京２０２０オリンピック・パラリンピック学習ノート」の活用を通して東京オリンピック・パ
ラリンピック終了後も子どもたちの心に残るような指導を目指す。

めざす児童像

Challenge your limits
（限界への挑戦）

・自ら考え、行動し、自律した考え
をもつことのできる子
・先人の培ってきた、江戸川区の
ボランティア精神を誇りに思い、
自ら率先してボランティア活動を
継承できる子

・ふるさと江戸川や国を愛するとと
もに、他者と協働して、平和な世
界の発展に寄与できる子
・共生地域の実現をめざし、障害
があるないに関わらず、全ての
人々が自己実現を目指すことが
できる社会の実現を考えられる子

令和３年度　江戸川区立鎌田小学校　オリンピック・パラリンピック教育レガシー創造プラン

・生涯を通して、健康的な生活を
送ろうと考えられる子
・自らの夢や高い理想をもち、そ
の実現に向けて、不断の努力を
行える子

学習活動（日常的な指導・各教科・道徳・外国語活動・総合的な学習の時間・特別活動・読書科）

１年

One for all , All for one
（ボランティア精神の醸成）

世界はひとつ
（異文化理解・共生社会の創造）

・自分からあいさつを進んででき
るようにしていく。
・学級活動を通して、自分にでき
ることを考えていく。

環境整備

○体力向上のための体育用具

の購入

○オリンピック・パラリンピック関

家庭・地域との連携
○学習ノートを持って帰り、保護者と

授業内容を共有する。

○公開授業時に講演会を行い、PTA

や地域の方も参加できるイベントを

推進体制
○校内でオリンピック・パラリン

ピック教育推進委員会を設置す

る。


